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Access case report Vol.5 

　脳動脈瘤コイル塞栓術において、塞栓術の成功の可否は、マイクロ
カテーテルシェイプにかかっていると言っても過言ではない。シェイプ
の種類は動脈瘤の場所や、向きによって様 な々variationがあり、それ
ぞれに最適なシェイピングをする必要があるが、それを習得するにはそ
れなりの経験が必要になる。これから自ら塞栓術を始める術者、もしく
は、これから血管内治療を学ぼうとする医師にとって、この経験値をよ
り効率よく習得することは、治療技術向上のための必須項目である。
初心者の先生にこのカテーテルシェイプを任せると、大概、実際に必

要とされるサイズよりも大きいシェイプを作成してしまうことが多い。こ
れは普段見慣れているモニター上の3Dの画像サイズの影響であると
思われる。治療の対象となる動脈瘤の多くは5mm前後であり、当初
考えている感覚よりも、もっと小さい動脈瘤を相手にしなければならな
いことを忘れがちである。そのような時に有用なのが実寸大動脈瘤の
3D プリンターモデルである。このモデルを利用することによって、より
確実、正確に最適なカテーテルシェイプの作成をすることが可能にな
る1）2）。本稿では当院で行っている、その作成方法の実際を供覧する。
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実際の臨床例画像
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図1-A: 術前3D DSA画像

図1-C: 塞栓術はNeuroform Atlas stentを用いて施行した。

図1-B: マイクロカテーテル留置後の画像。動脈瘤中央にマイクロカテーテル先端が
誘導されている

図1-D: 塞栓術1年後の血管撮影所
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3Dモデルを用いたマイクロカテーテルのシェイプ作成手順
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（2） 右側面像

（3） 左側面像

（１） 左内頚動脈　眼動脈分岐部　未破裂脳動脈瘤　前壁　上向き瘤

（4） 最初にサイフォンに沿って第一の屈曲を作成する
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（6） shaping mandrelが入った状態の完成象

（7） 3Dモデルとshaping mandrelの完成象の対比

（5） その後、動脈瘤方向への角度を作成する

（8） Excelsior SL10 Microcateterでスチームシェイプを行う場合には、完成象から
さらに屈曲を強くしておく。この状況でスチームシェイプを行い、シェイプを完成させる。
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（10） 予測通りにサイフォンから動脈瘤までの屈曲が形成されているかを確認し、使用
する。

（9） 完成したマイクロカテーテルのシェイプ

　以上のように、3Dプリンターモデルを活用することで、各々の動脈
瘤に最適なマイクロカテーテルのシェイピングを作成することが出来
る。冒頭でも述べたように、今後、血管内治療を志す医師にとっては、
効率的にこのシェイピングの技術をマスターすることが可能であると
考えられる。最適なシェイピングは、安全にコイル塞栓術を実施するう
えで非常に重要であり、効果的なコイル塞栓術を実施する上でも重要
であるともいえる。このように3Dプリンターモデルを実臨床に応用す
ることは、これらの観点からも非常に重要であると考えられる。
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